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　　　県民カレッジとの連携講座は平成 25 年度で 72 講座あり、受講者は約 700 名だ。大学単体で
はなく、県民カレッジと連携すると県民が気軽に参加できるという面があるので、今後とも連
携講座を進めてもらいたい。
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　　　「大学開放事業コンテンツの開発」についてだが、現在、体験型学習が県民のニーズになっ
ている。新富山県立近代美術館（仮称）でも、ただ鑑賞するだけではなく、アトリエを入れて
体験できるような場が設けられるということだ。高岡キャンパスの先生方には、より初心者に
も親しみやすい芸術関係の講座を開設してほしい。潜在的ニーズは高い。
（荒井座長）　来年度からオープン・クラスも県民カレッジと連携してもらえると聞いて喜んでいる。
木村委員が触れていた生涯学習応援隊のイメージがいまひとつ湧かないのだが、中西委員が関
わっている生涯学習団体協議会も応援隊であり、「雷鳥会」も生涯学習団体の一つで、講座を
開くときに動員してきてくれる力強い応援隊だ。それとは別に、カレッジメイトという会場設
営や受付などの裏方をしてくれる人たちがいる。学習そのものより、そのような形で役に立つ
ことがうれしいと思っていただける人が世の中にいるというのは、大変ありがたい。
（本吉委員代理）　皆さまのご意見や、将来目標である地域の生涯学習の拠点の 4本柱について伺い、
これからが楽しみになった。
　　　魅力あるコンテンツづくりに関して少し疑問がある。オープン・クラスと公開講座など違う
名称で多彩なカリキュラムがあるが、どのような尺度で講座を選べばいいのかが分かりづらい。
例えば、「高志の国文学館」については具体的内容が伝わる表現がされているが、オープン・
クラスについては抽象的表現がされている。教養科目を見ると、「1. 音楽」「12. 美術」のよう
に書かれており、どの時代の何について学べるのか、どのぐらいのレベルの人に向けたものな
のかが見えてこない。具体的に、西洋美術なのか東洋美術なのか、日本の音楽なのか世界の音
楽なのか、どの作者なのかなど、学ぶきっかけが鮮明に打ち出されると、学ぶ意欲がある人が、
興味ある事柄を積極的にキャッチアップしてくれるのではないか。
　　　また、先ほど棚田委員からもご指摘があったように、学びの場に参加することで生きがいを
見いだし、横の連携の中でさらに学びを深め、学んだことを自ら教えたいと思う形まで持って
いくことができれば、理想的なサイクルになるのではないか。
（大学側：仲嶺）　科目名だけを提示すると抽象的で何のことか分かりづらいという面は確かにある。
紙媒体では具体的に説明すると分厚くなるため、Web シラバスに到達目標や授業内容、評価
基準などを掲載している。難易度は目安としてABCで表している。
（大学側：藤田）　オープン・クラスについてだが、科目名だけは変えられないためこのまま提示し
ている。オープン・クラス受講者には、大学で授業を受けてみたいという思いをきっかけに参
加し、今度はこれを受けてみたい、どんな内容をやっているのかと、段階的に情報を得る人が
とても多い。本学はオープン・クラス数の公開が全国的に見ても多く、紙媒体に載せるのは難
しいため、ある程度はウェブ上で公開している。ウェブで見るのが難しいという方には印刷し
たものを送り、情報提供に努めている。
（荒井座長）　公開講座の方は親しみやすい科目名になっている。オープン・クラスは大学の授業な
のでそのような科目名なのだろう。県民カレッジの地区センターでは社会人と生徒が共に受け
る共学講座を開いているが、生徒向けには「数学Ⅰ」という科目名、社会人向けには「初歩の
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数学を楽しもう」といった別の科目名を付けて、社会人を引き付けている。
（島田委員）　昨日、富山市市民学習センターの運営協議会があった。その中で話題になったのが、
講座で学んだことを、自分を高めるだけにとどめず、どう生かしていくかということだ。昨年
度に「熟議」という取り組みがあったが、よく考えると、学んだことと生活の場をつなぐ、次
のステップへ受講生を導くための取り組みだったのではないかと思っている。すごい取り組み
だった。このような取り組みを継続してほしい。県民カレッジの「活用実践コース」にも同様
のことが言える。「出番づくり」も学んだことを生かす取り組みの一つだと思っている。これ
からはこのような動きをつくっていかなければいけない。
　　　最近、生涯学習に関する雑誌を読んでいると、学校教育法 105 条に基づいたカリキュラムが
組まれるとあった。事例は多くないが、学んだことを生かすという点ではいいことだと思う。
このあたりについては既に検討されていると思うが、それについてコメントがあれば聞かせて
いただきたい。
（大学側：藤田）　取り組みに関しては、その都度、課題や要望があれば必要に応じて対応していき
たい。ただ、従来取り組んできた方法がいいのかは精査していく必要がある。通常の私たちの
マンパワーの問題や、また、地域の生涯学習拠点としてどのような形で取り組むかというとこ
ろもあるので、現段階では必要に応じて検討するとしか答えられない。
（大学側：竹内）　島田委員の件だが、今年度、生涯学習部門は新しい形の公開講座についてワーク
ショップで取り組んだ。公開講座はどうしても従来のスタイルになりがちだが、「熟議」では
グループワークなどがあり、新しい学びのスタイルができる。現在は大学の先生に任せた公開
講座なので、生涯学習部門が違う形の公開講座づくりをリードしていけたらよい。
（大学側：遠藤）　このような活動をする上で、最も重要なのは社会における財務基盤だ。もう大学
や自治体の予算ではカバーしきれなくなるのではないか。みんなで財源をつくらなければいけ
ない。
　　　国立大学は法人化して 10 年になる。各大学が独自予算で運営していくことになった一方で、
国は毎年1.3％ずつ予算を減らしていく。富山大学の年間予算は、病院を除くと170億円程度だ。
そのうち毎年 1.3％ずつ減らされている。当然、人件費が減っているので人員も削減しなけれ
ばいけない。人件費だけ残せば教育研究費が減る。現在は人件費が全体予算の 6割を占めてい
る。一方で、生涯学習のような活動にも積極的に取り組まなければならない。
　　　今までの大学には余裕があり、社会と一緒にいろいろなことをしようとしていた。もちろん
それは重要なことだが、現在は人的資源に限界が来ている。高大連携に関しても、文部科学省
は高校への出前授業を推奨していて、教員・大学は要望に応えようとしてきたが、限界が見て
いる気がする。学外活動によって、教員の学生に対する時間と研究の時間が減っている。日本
全体では海外へ発信する論文数が減っていたりして、国全体の研究力が落ちている。学生教育
はどうなっているのだとさまざまな課題が突き付けられている。そのような厳しい状況の中で
世界と戦うために、社会がどう変わればいいのかが問われており、それが生涯学習という形に
も現れているのだろう。ここでいかにパワーを発揮するかを皆さまと共に考えていきたい。
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　　　先ほど棚田委員から「組織化」というキーワードがあった。協力してくれる方には、身体的
協力とともに財源的協力もお願いし、社会全体で盛り上げていき、協力しあって新しいものを
生み出していく必要があるのではないか。それが日本社会を支えることになるのではないか。
　　　このままでは国立大学が消えてしまう。法人化後の 10 年間で社会における国立大学の格は
低くなった。これが続くと本業はどこに行ったのかと問われはじめる。法人化は国立大学にとっ
て何のメリットがあったのか。国立大学は本当にこの 10 年間で良くなったのかと言われてい
る。
　　　大学改革を行った大学へ予算措置をすると言われており、その一環で外部からの基金を集め
るための予算は出すと言われている。その際に、基金を集める活動をしているか、地域連携で
どのような活動をしているかなどの項目を基準にして物事を判断される。いろいろなことをし
て金を稼げ、予算を外部から取ってこいという流れになっている。社会と協力しあっていいも
のをつくれと言われているようなところがある。国が金を投資し、国立大学のスタッフがそれ
を実行するために動くという従来のパターンは変えていかなければいけない。生涯学習に関し
ても、県内の生涯学習機関等ともうまく連携して、社会全体で協力しあって、よりよい生涯学
習の環境つくり上げていきたいものだ。
（荒井座長）　やはり財源は大事だと思う。今朝の新聞に、富山大学周辺の飲食店を中心にシャッター
が降りているという話が載っていた。大学の食堂がラウンジのようになってそこで飲食する学
生が多いことも書いてあった。お茶の水女子大学や京都大学などいろいろな大学に行ったとこ
ろ、昔と違って売店が非常に充実していて、京都大学は京都大学ビールなども出していた。各
大学が財源確保に苦労していることがよく分かった。
　　　先ほどから、組織化という話があった。大学は大学でコンソーシアムを組織しているし、公
開講座などは県民カレッジと連携している。いろいろなところでいろいろな講座を開いて一生
懸命しているが、その横のつながりがあまりない。市民学習センターあるいは県民カレッジで
学んだ人が、ステップアップのために富山大学のオープン・クラスを受けたり、富山大学の公
開講座で関心を深めた人が、市民学習センターで継続的に知識を深めたりすることも可能なの
で、そういうことができないだろうか。
　　　「出番づくり」の話も出てきた。学ぶから行動する、生かすが最近のキーワードで、生かし
たいという方は、県民カレッジであれば自由塾で教える道もあるが、「出番づくり」は公民館
や小中学校に出向いて教えたいという人を集めてアドバイスするプログラムだった。さりとて
県民カレッジの受講者に富山市立の小学校で教えたいと言われてもなかなか場がない。そのよ
うな人材を生かす場を、生涯学習関係機関が集まって組織化することはできないか。一人一人
は精いっぱいのことをしているので、それをつないでいくことが今後の一つの在り方ではない
か。
　　　本日の協議はこれで打ち切りたい。今後のご発展をお祈りしている。
